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平成２１年６月５日 

各位 

株式会社エーアイエス 

カスタマーサポート部 

 

Microsoft Update における「Microsoft  SQL  Server2005  Express  Edition 

Service Pack 3」適用時に発生するトラブルについて 

 

拝啓 時下益々ご清栄の事とお慶び申し上げます。 

平素より格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。 

ご利用頂いております MightyCheckerPRO（DB サーバー）では Microsoft 社が提供するデータベース

管理ソフト「Microsoft SQL Server2005 Express Edition」を使用しておりますが Microsoft Update

を通じて「Microsoft SQL Server2005 Express Edition Service Pack 3」を適用すると問題が発

生する可能性がありますので、その内容、対策について下記の通りご報告いたします。 

敬具 

－ 記 － 

【問題事象】 

 適用中にエラー発生や、Windows が再起動を繰り返す問題が発生する可能性があります。この現象

が発生した場合、Windows の再セットアップ等の作業を行わない限り、復旧が困難となります。 

 

【原因】 

 現在提供元の Microsoft 社より正式な情報が提供されていない為、明確な原因と対処方法を特定

する事ができておりません。 

 

【当面の対策】 

DB サーバー端末では「SQL Server 2005 SP3」について、当面適用を控えて頂く様お願いします。 

  MightyCheckerPRO については、SQL Server 2005 SP3 を適用しなくても支障なくご利用頂けます。 

 （＊既に正常に適用が行われている場合でも支障はございません） 

  

 次頁以降で Microsoft Update における適用回避方法について解説しています。 

自動更新の設定になっているお客様を含め設定状況をご確認下さいますよう重ねてお願い 

致します。 

なお、本件につきまして何かご不明な点等ございましたら下記までお問い合わせください。 

 

   問い合わせ先：（株）エーアイエス サポート係 

    TEL：03-5800-5985   FAX：03-5800-5910  E-mail：support@tais.co.jp 

※TEL サポート受付時間：月～金：9:00～17:30（法定休日及び年末年始を除く） 

以上 

mailto:support@tais.co.jp
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 １．「Microsoft Update」について                         

「Microsoft Update」とは従来の「Windows Update」とは異なり、Windows OS に関するセキュリテ

ィプログラムだけでなく、Microsoft 社製アプリケーションに対する修正プログラムも自動的に適用

することができるようになっています。 

今回の「Microsoft SQL Server2005 Express Edition Service Pack 3」についてはこの Microsoft 

Update にて提供される修正プログラムとなります。 

 

「Microsoft Update」については任意で有効にする設定を行わない限り、従来の「Windows Update」

でご利用いただいていることになります。 

 

下記画面例を参考に DB サーバーを導入している端末で「Microsoft Update」の使用が有効になって

いるかを確認ください。 

  「Microsoft Update」が有効だった場合： 

２．以降を参照し、SQL Server 2005 SP3 が適用されないよう対処が必要です 

  「Microsoft Update」が無効だった場合： 

現時点で自動的に SQL Server 2005 SP3 が適用されることはありません。 

今後「Microsoft Update」の使用開始する場合にはご注意ください。 

 

確認方法：※WindowsXP の場合 

スタート⇒すべてのプログラム→Windows Update を起動し、最初に表示されるホームページのタイ

トルを確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

「Microsoft Update」が 

有効になっています 

「Microsoft Update」は 

無効になっています 
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２．「Microsoft SQL Server2005 Express Edition Service Pack 3」の適用抑止方法について 

１．ようこその画面で「カスタム」ボタンを押します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．下記①～③の手順で、適用されないよう設定を行います。 

※①の SQLServer が表示されない場合や選択しても、修正プログラムが表示されない場合がありま

す。この場合には既に適用済か適用の対象でないと判断されているということになりますので適用

抑止の設定は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①「製品で選択」にて

「SQL Server」を選択し

ます。 

②チェックを外します。 ②チェックを外します。 

③チェックを入れます。 
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 ３．「自動更新」について                             

スタート⇒コントロールパネル⇒「自動更新」を起動し、設定を確認します。 

 

 自動： 

⇒自動で更新プログラムをダウンロードし、インストールする設定になっています。 

 １～２で適用されることがないと判断された場合でも、今後対象となる可能性があります 

のでご注意ください。「更新を自動的にダウンロードするが、インストールは手動で実行する」 

もしくは「更新を通知するのみで、自動的なダウンロードまたはインストールを実行しない」 

の設定にしておくことをお勧めします。 

 

 その他の 3 つ： 

  ⇒更新プログラムが自動でインストールされることはありません。インストールをする場合 

   対象に「Microsoft SQL Server2005 Express Edition Service Pack 3」が含まれていない 

   ことを確認した上で、インストールを行ってください。 


